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つ、多いときには七つ 、 八つと述萩して起こる。これは、 ある情報 が一度に全部提示され
るのではなく段階を追って出されることを示している。
例 会話者 会話 機能




F : ぇー研修をやったと 情報提示









例 会話者 会話 機能
E : もう、 ちょっとねえ 情報提示
A: うん 「1l11く」
E: だって両眼で0.8かなあ0.1、 い、．0．あ1.0 情報提示
A ・・ うんうん 「理解」
E: ぐらいになるまでにしてたの 情報提示
A: あっそうなの、 前は 「理解」＋情報提示






























































































話の主消権を硯る発話者の情戟提示に対して、 もう 一 方の発話者が確認したり同意を求
めたりすることで、 主導権を持っていない発話者によって情利に対する補足が行われると
きの機能連鎖である。
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会話安科 A B C D E F c 計







鋲数 20 13 7 15 13 17 19 104 


















飢数 19 5 13 46 44 71 ·. 67 265 





鋲数 11 32 32 38 75 97 98 383 
(8.7) (21.6) (17. 9) (9.1) (17. 7) .
(15. 2) 
. 
(12. 7) (14.1) 疇雫........ ....曇•.． ．..． .....囀..... • · •・●●一●ー・｀ ........... --------·-· ........... 
「理解
（
」述鎮数 10 22 27 69 55 67 91 341 







鎖数 30 20 28 96 88 132 177 571 





連鎖数 l 2 3 5 、 7 18 





飲数 3 1 6 5 4 19 
(1. 7) (0.2) (1.4) (0 .8) (0.5) (0. 7) 
表 1 全発話連鎖に占める各襴能から始まる発話連鎮
表 2 情輯援示襴能から始まる運鋼のうち 1 対 1 対応をしている饗能遅鎖の内容
会話資料 1 A | B | c I D | E I F | G | nt 
























(34. �� I (12.sf I (14.of I (20Jf I (13.みf I (20.�t I <22.!> I c1/�> 
51 一
(17.3) 
47 51 I 10s I 100 I 151 I 2os I 100 
1 | 2, -










(5.i I (13.if I c11.M I (14.�f I <11.まf I (1 1. if 
(27.6f l (55.gf l (38．翌 I (26Jf I (49.if I (41.�� I (27.�f I (3/翌
<10.i l (29.�f I c22J� I (27 ．器 I (24.器| （16.g! | (23.;fl (22！閤














会話費科 A B C D E F G 計
全1対1対応数 7 28 29 30 58 71 71 294 
1l11一
）









（％ (71.4) (89.3) (89. 7) (86. 7
) (94.4) (92. 2) ····· · ······ ·--······ ·· · ········· ...... .... ---··· ·- ··  · ,.— ▼ ● * ·· ＇ー、＇’ ．． ．．．．．．． ． -- -··- -·-· 疇 �—..... . . . · ト．． ト ー· • �  ● ● · �雫
聞（
一％応） 2 (10. 7) 
3 3 3 2 5 4 22 
(28.6) (10.3) (10.0) (3.4) (7.0) (5.6) (7.5) ... .. ..... ....雫- · -- ． ．．． ． ．．． 雫● ● ●．． ． ．．．． ,． ． .．．.．鴫• · • - - - ·隼一.. 疇· ．． ．．． ．． ． ． .. . ....＊● ● -- -· • · -· • · ．．疇 .... .. -
聞（一％）理 . 1 (0.3t 
表4 「理解」機能カヽら始まる遷鎖のうち1対1対応をしている複院連鎖の内容
会話安料 ＾ B C D E F G 計
1対1対応数 5 16 18 44 23 34 50 190 
理（一％社） 1 l l 1 (2.1
4 
) (20.0) (6.3) (4.3) (2. 9) ....．．.．． -· ·.． ．..．.. —·’＊・-·雫ー．． · •‘,.．．.．, ．� ― ●疇·�•-·· • ’噸● ー・ ....雫• · • ● ● -·-· ·· ··-- ·· ·· - · ··· .. · •• ·,. ． ． ·,...．· • -·’ ’  
理（一％）情 2 12 16 29 ， 26 (72.036 ) (681.4
30 
) ｀ (40.0) (75.0) (88. 9) (65. 9) (39.1) (76.5) .. ............... ...  ·· ·--····- --· • -•- · • ··-···呻ーー ・・ .. 噸�· '“* · • *.． .．-...... · ..雫ー ・ ..... .. ... .噸 . ...... .... 
理
（
一％ 応） (4.6) 
2 2 3 5 12 
(8. 7) (8.8) (10.0) (6.3) 雫●··· •·• ●. ● ＊. •....・ ... ... ... . .  ······-···· -- -------疇 ·---·-·--- 鴫,..... ..・ ·-····· ・ ・ ..彎•······· ... . -.. . - -
理（ー％）(ll] 2 3 2 13 11 4 ， 44 (40.0) (18. 7) (1 .1) (29.5) (47.9) (1 .8) (18.0) (23.2), 
襄5 「同意」檀能から始まる連鎖における機能の組みあわせ
会話費料 A B C D E F G 計
・









) (37.950 ) (37.
86) 7 (402.6
3) 2 (53.6) (43.8) 
．．． ．． ．．ー．．． ．．．．．．．． ． ·· · · ···· . ...．曹『．．＇ ．． ·-----···-- ... --- -.... ．．．．．． ．．．．． ......... - •• •• e •• •• ・・・ ・ •---• · 
1対（％2対） 応 (16. 7) 
5 
(15.0) 
3 3 7 
(6.86 ) (3.8� 
17 46 (10.7) (7.3) (9.6) (8.1) ＊・・....囀'..．.．..．． ．．. . ······•···· ......... . ........... ........... ..... .... .......... . .. ....や 雫•








(32. 527 ) (31.
1
379 ) (23. 3) (28.6) (31. 1) 
··········· •' 彎• • ·'* • •'· • • • ．．．．．． ．．． ． --···-·- -· - -· • · - - -- - .．.．..．-- - ········· ·  ... .  -... . . .... . .....  - - - ·ー ・・．．
2 対（％2 対） 応 4 2 2 (6.2























2.会話時間は、 A -2分55秒、B- 2 分51秒、C-4分16秒、D-9分， E -1”氾0秒、
F-21分、C-17分2呪りである。
3. 1対1対応とは、二人の発話者のどちらの発臣も 一つの機熊じか持たない時の対応とい
うことである。
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